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た。」とある。 年は「すごろくゲーム」で、 から まで 刻みの枡に から出発して
まで電車を通す方法を考えさせる。そして、 の枡に止まる、あるいは の枡に止ま
るという条件が与えられている。動作を表すカードは 「 　すすむ」 「 　もどる」 
「 すすむ」 「□回くりかえす」の 種類ある。 年と同様に同じ動作を繰り返し使うこ
ともできる。 種類のうち「□回くりかえす」のカードだけが長方形ではなく「コ」の字
形を左右反転した形で描かれている。コンピュータの使用は必要ないが、ブロック型プロ
グラミングを意識している。 年は「数あてゲームをしよう」で、 人が から までの













る。y＝ ×x を例として x を ずつ増やすと y がどれだけ増えるかを踏まえてグラフを
描くプログラムを考えさせる。 年の正多角形と同様に教科書には使用ソフトウェアの名
称が書かれていないものの、編修趣意書には Scratch の名称が記載されている。























いる。これもコンピュータの使用を前提とせず、 ページのうちの ページは つの数字
をソートする課題を手書きで作業するための、書き込める図になっている。ソートは実際
のプログラミングで必要性が高く題材として奥が深い。







東書は 年と 年にプログラミング教育が登場する。 年上巻には「倍数を求める手順




















教出 年「パズルのとびら　ハノイのとう」 ページは 段のハノイの塔を考えさせる。
同じく 年「パズルのとびら　にせものコインを探せ！」 ページは少しひねってある。
つの袋があって つまでは本物、 つには全部偽物の硬貨が入っている。本物は硬貨 枚
















に巻末には までの枡が つ用意されている。 の倍数と の倍数を塗りつぶしたとこ





























が 件、評価（B）が 件、評価（C）が 件だった。表 を学年別に見ると 年 年は全





























ページで歩行者用信号機を制御する手順を考えさせる。最初の ページは Scratch の説明













































る生命」 ページ、「ふりこが 往復する時間」 ページ、「電磁石の強さ」 ページ、「も

































冊の計 冊ある。だたし 学年 冊にはなっておらず両社とも ・ 年上下、 ・ 年




表 に記載した。プログラミングの記述があったのは開隆堂 ・ 年上巻「つながる造形












家庭は、東書と開隆堂の 社が検定に合格した。家庭は 〜 年が対象で、各社 冊ず










保健は、東書、大日本、文教社、光文、学研の 社が検定に合格した。保健は 〜 年
が対象で、各社 冊ずつの計 冊ある。保健でプログラミングの記述は大日本に 件あ
り、表 に記載した。 ・ 年の「不安やなやみがあるとき」 ページの中に不安や悩み
を軽くする方法の一例として「体ほぐしの運動」が 種類紹介されている。そのうちの









村、啓林館の 社が検定に合格した。新学習指導要領によって外国語科が 〜 年、外国
語活動が 〜 年となることから、英語の教科書は 〜 年が対象になる。英語は 社






































社会は 〜 年生が対象で、東書、教出、日文の 社が検定を通過した。社会は東書の
み 年 年が 分冊になっていて、それ以外は全て各学年 冊ずつだった。 社あわせて
冊になる。社会も全社全学年を通じてプログラミング教育の記述がなかった。














表 〜 からプログラミング教育に関連する題材の教科別件数を集計し表 にまとめ









表 〜 からプログラミング教育に関連する題材の学年別件数を集計し表 にまとめ
た。この際、 ・ 年用教科書ではプログラミング教育の題材が前半にあるか後半にある
かによって機械的に 年に集計するか 年に集計するかを振り分けた。件数は 年が
件、 年が 件と多く、 〜 年は 桁だった。そのうち①教科書にプログラミングの記




だった。さらに評価を見ると、評価（A）は 年 件と 年 件のみだった。 年と 年
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Summary
Survey research on elementary school computer programming
in textbooks under the education ministry's
new Course of Study for school curricula
YAMAMOTO Hiroshi
Elementary school textbooks wil change in April  under the New Course of Study 
in Japan．Then the new textbooks are released to the public after the education ministry 
approval．There are a total of  new elementary school textbooks including al 
publishers， al subjects and al grades， with a total of over ，  pages． One of the 
features of this time is that programming education is introduced in elementary schools． 
Elementary school programming education is defined to acquire “programming thinking” 
in existent subjects without limiting the subject． It may be taken in any subject． 
Elementary school textbooks strongly afect lessons． It is important and interesting how 
elementary school programming education is written in textbooks．
This research surveyed al  textbooks over ，  pages in order to clarify how 
programming education was taken in new elementary school textbooks． As a result， al 
the publishers adopted the programming education in mathematics and science， in which 
programming education is exemplified in the Course of Study． In addition to the 
examples， also drawing， home economics， health， and English， with a focus on 
mathematics and science take in programming education． Even the programming 
education contents must not require the use of a computer， and many contents are 
designed so that students can study with paper and pencil． And there are diferences 
among publishers in regarding the scope of programming education．
